
本事業における研究開発課題及び効果

副生メタン

デュアル燃料
ディーゼル式

自家発電
実証試験

Ｅ３ガソリン製造・
実車走行実証試験

有価物回収技術
ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ､脂質等

高生産性
発酵プロセス

耐塩性酵母
連続発酵技術

エタノール生産技術
（生産能力 1ｔ/日×年間90日(製糖工場操業期)）

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ化ﾌﾟﾛｾｽ
(蒸留＋膜脱水)

省エネ型濃縮
脱水ﾌﾟﾛｾｽ

高効率廃水
処理ﾌﾟﾛｾｽ

メタン発酵
活性汚泥
黒色色素処理・低糖濃度

・高塩濃度

沖縄産糖蜜

（実証試験のニーズに
合わせて生産）

燃料用

無水エタノール

・宮古島にて実施

・プロジェクトの目的および効果

１．沖縄産糖蜜からの燃料用エタノールの高効率・省エネ型生産技術の開発

２．糖蜜発酵普及の阻害要因である発酵廃水の処理技術の確立

３．発酵廃水からの有価物回収・エネルギー回収を含めたバイオマス有効利用技術の確立

４．Ｅ３ガソリン導入のための地域実証試験等

★ Ｅ３ガソリンの全面導入による年間 CO2 排出削減効果
沖縄県で： 2.5万t-CO2
全国では： 250万t-CO2（2010年までに運輸部門で見込んでいる排出削減量（１１百万トン）の23%）

が研究開発課題
エネルギー回収
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